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関西を舞台にした物語たち

土居　豊(作家)

 

関西には歴史的・文化的な積み重ねがあり、関西の人々は、物語に対する親和性が強いのではないかと感じてい

ます。それは、平安時代から都であった京都を中心に、現代のSF作品の始祖ともいえる『竹取物語』、光源氏を主

人公にした長編『源氏物語』などの物語文学が生まれ、伝えられてきているからです。また『伊勢物語』に由来する

「業平」、『源氏物語』ゆかりの「宇治」など、古典物語のイメージに直結する地名が身近な所にふんだんにあること

は、よりいっそう、物語への親和性を深めているように思います。

さらに、関西の人々の特徴として、日常会話のボケとツッコミに見られる「語り」のサービス精神が挙げられると思

います。関西に生まれ育つと、「語り」の技術や感受性が無意識に刷り込まれることにより、優れた物語の受け手・

作り手になるのではないかと思います。それが関西発のさまざまな物語文学、多彩な作家を輩出してきた所以で

はないでしょうか。

関西出身の作家

関西を代表する文豪には、ノーベル文学賞を受賞した川端康成がいます。『古都』など流麗な文章で、日本のみな

らず海外へも「美しい日本」を発信しました。そのため大阪出身というイメージは薄いですが、大阪市北区に生ま

れ、旧制茨木中学卒業まで茨木市に住んでいました。れっきとした大阪出身です。文学記念館も茨木市にありま

す。
 

ノーベル賞つながりで言えば、毎年候補に挙げられる村上春樹。あまりにも世界的な作家となっているため、関西

色を感じることはありません。京都に生まれ、西宮と芦屋で幼少期から18歳までを過ごしていますが、彼の文章に

も関西弁はほとんど出てきません。その理由について、著書『村上朝日堂の逆襲』で、「関西にいると関西弁独自

の思考システムがあり、そのシステムに入り込むと、東京で書く文章とはどうも文章の質やスタイルまで発想が変

わってしまい、ひいては僕の書く小説のスタイルまでがらりと変わってしまうのである。」と述べています。
 

逆に、関西を魅力的に描いた数々の作品を生み出したことで、関西出身と誤解されかねない作家が谷崎潤一郎

です。彼は東京都出身ですが、関東大震災の後、阪神間に居住し、美しい船場言葉や独自の美意識で、明治・大

正・昭和の関西を描いています。日本独自の美しさを陰翳美にあると記した『陰翳礼讃』などを記し、建築のジャン

ルにも大きな影響を与えました。さらに、『卍』、『刺青』などは翻訳され、特にフランスでは、世界文学全集であるプ

レイヤード叢書に日本人作家として初めて収録されました。
 

関西にこだわって関西在住を貫いた作家、最も売れた作家として、司馬遼太郎が挙げられます。日本の良心とも

言われる彼が、東京に行かず関西から発信し続けたことの意味は大きいと思います。スケールの大きな歴史観を

持って人物を描き、日本人の心をぐっとつかんで、『龍馬がゆく』など読後の人生観を左右するような作品を多く生

み出しています。そんな彼も関西弁では記していません。
 

純文学では、町田康などは関西弁で書いていますし、関西在住であった田辺聖子や宮本輝なども、大阪弁を駆使

して、大阪らしい風景や生活感、時代を描いてきました。しかし出版やジャーナリズムの中心が東京に集中してか

らは、関西色は薄らいできているように思います。それは、関西の言葉は、基本話し言葉で、文字にしにくいうえ、

関西弁で書くと全国の読者たちがついてこられないことが原因だと思います。若い作家の中には、リアリティを出す

ための仕掛けとして、あえて関西弁を使うこともあります。また、エンターテインメント系の作家は、ネタとして関西

にいた方が描きやすかったということもありますが、基本、関西弁で書かなくなってきています。
 

終戦直後は、地方同人誌が才能を鍛える場所として存在価値を放っていましたが、作家デビューは賞が主体にな

ってきました。関西では、1983(昭和58)年創設の「織田作之助賞」が権威ある文学賞として知られていますが、文

学賞の主体は東京であり、権威ある賞が関西に少ないのも、関西の言葉で書かれた作品が減ってきている一因

になっているように感じます。

関西を知る

関西2府4県には、それぞれの文化圏があり、その文化圏からどのような文学作品が生まれたかということを知る

と、作品そのものが深化できると思います。府県別にオススメの作品を紹介していきたいと思います。
 

 

＜滋賀県＞
 

滋賀県は、やはり琵琶湖にまつわるものが興味深いですね。その昔、琵琶湖のほとりの石山寺で紫式部が源氏を

描いたり、古典物語とも縁が深いです。また、日本全国を巡った松尾芭蕉の墓が、膳所の義仲寺にあるのも不思

議です。滋賀を愛した作家として知られる井上靖は、『星と祭』、『美しきものとの出会い』などで湖北を描いていま

す。湖北の住民が、絶版となった『星と祭』を復刊させ、街おこししたことが、近年話題を集めました。
 

 

＜京都府＞
 

京都を描いたものは枚挙にいとまがないですが、読んで欲しいのは、三島由紀夫と水上勉のふたりが描いた小説

『金閣寺』と『金閣炎上』です。全く違う視点で、金閣寺放火事件を描いています。読み比べても面白いです。川端

康成の描いた『古都』も、美しい佇まいの京都が描かれています。しかし、京都は美しいだけでなく、ミステリアスに

も描かれています。綾辻行人、法月綸太郎など、京都大学ミステリー研究会出身者が中心になって、本格的なミス

テリーを描いています。また、平野啓一郎や綿矢りさなど若い世代の芥川賞作家にも、京都出身者が目立ちます。
 

 

＜大阪府＞
 

大阪を代表する文豪としては、『檸檬』で知られる梶井基次郎と、『夫婦善哉』の織田作之助をあげたいと思いま

す。もちろん、司馬遼太郎、開高健、田辺聖子、山崎豊子、筒井康隆、小松左京、町田康、西加奈子、宮本輝…綺

羅星のごとく、大阪を舞台に活躍している作家はいます。しかし、あえて文豪というならこのふたりをあげたいです

ね。大阪の風土を見事に映し、一体化しているように思えます。また、日本を代表する売れっ子作家の東野圭吾も

大阪出身であり、『白夜行』などにも布施や近鉄大阪線沿線の生まれ育った下町の風景を描いています。その空

気感を描くことで、見事にリアルな物語とミステリー要素を融合しています。
 

 

＜兵庫県＞
 

神戸と阪神間の雰囲気が良く伝わり、文化度の高さ、ハイカラな風土を知るには谷崎潤一郎の『細雪』がオススメ

です。長編ですが、最後まですべてを読むのではなく、エピソードごとに読み進んでいただくといいかもしれませ

ん。村上春樹も初期作品の舞台は阪神間です。デビュー作の『風の歌を聴け』は芦屋がモデルになっています。『ノ

ルウェイの森』は香櫨園近辺が描かれています。愛読者がハルキワールドを求めて文学散歩し、作品に親しんで

いるようです。また、世界15か国に翻訳され、ライトノベルを代表する作品『涼宮ハルヒ』シリーズ(谷川流著)では、

西宮などが描かれており、聖地巡礼が盛んです。
 

 

＜奈良県＞
 

奈良県のことは、『暗夜行路』を奈良で書き上げた志賀直哉の随筆集に詳しいです。奈良をこよなく愛し、奈良に

住んでいる時のことを名文で紹介しています。また歴史小説では、黒岩重吾の古代史シリーズも興味深いです。

壬申の乱を描いた『天の川の太陽』や『聖徳太子　日と影の王子』なども、奈良を舞台に重厚な筆致で歴史が創ら

れる瞬間を描いています。親しみやすいのが、ファンタジー小説の旗手、万城目学が描いた『鹿男あをによし』。奈

良市内だけでなく、天理、橿原、飛鳥などを舞台として奈良の魅力がふんだんに描かれています。テレビドラマ化さ

れたことから、ロケ地を巡るツアーも人気です。
 

 

＜和歌山県＞
 

和歌山県は、紀北、紀南で全く異なります。紀南を知るには、芥川賞を受賞した中上健次の『枯木灘』、『地の果て　

至上の時』などがオススメです。熊野の風土にこだわった作品を多く残しています。紀北は、和歌山市出身の有吉

佐和子の作品で、川ものと呼ばれるその土地で懸命に生きる人々の姿を描いた『紀ノ川』、『日高川』、『有田川』な

どがオススメです。紀州ゆかりの作品では、全身麻酔で手術を行った和歌山の天才外科医の嫁姑の姿を描いた

『華岡青洲の妻』があります。

明治から昭和に活躍した作家の作品の舞台

谷崎潤一郎　『細雪』

言わずと知れた文豪・谷崎潤一郎の名作で、3回も映画化されています。戦時

色が濃くなる戦前の5年間にわたる、大阪・船場の名家だった蒔岡家の4姉妹

の日常が優美に綴られています。芦屋の山の手にある次女、幸子の家が舞台

です。家は没落したのに、幸子を中姉(なかあん)ちゃん、三女の雪子を雪姉(き

あん)ちゃん、末っ子の妙子を小娘(こい)さんと言葉の面でも船場を引きずって

います。滅びゆく日本美のレクイエム。『細雪』の世界はまさにそれを象徴して

いました。
 

数年前の春、海にほど近い芦屋市谷崎潤一郎記念館を見学してから、芦屋川の土手を上流へと歩いていくと、阪

急芦屋川駅の北、開森橋のかたわらに細雪碑がありました。大きな御影石に刻まれた「細雪」の字は、谷崎の妻、

松子夫人の手によるもの。桜花が咲き誇る中、4姉妹のことを夢想すると、妙に華やいだ気分になりました。(武部

好伸　エッセイスト、作家)

生國魂神社の織田作像

大阪最古の神社生國魂神社は、古代、国土の生成発展を祈った「八十島祭」を執り行な

ったことで知られる。緑の境内に、織田作之助の銅像が、2013(平成25)年、生誕100年を

記念して建立された。端正な顔立ちにハットをかぶり、マントを羽織って一歩前に足を踏

み出した姿は、敗戦の中から既成モラルに反逆し、戦後の新しい時代を生きようとする息

吹を感じさせる。堺市の彫刻家、岡村哲伸氏の作。織田作は近くで生まれ育ち、小ぶりな

像は権力や権威を感じさせず、人間愛を求めた作家にふさわしい。周辺を訪れるたび、

私はたたずみ、対話する。(山口安昭　泉大津市文化フォーラムマネジャー)

川端康成　『反橋』

「反橋は上るよりもおりる方がこはいものです 私は母に抱かれておりました」
 

短編『反橋』の一節です。同じく短編の『しぐれ』、『住吉』とともに、住吉三部作

として知られる作品です。当時の反橋は、現在のような階段状の足掛けはな

く、板目に穴があいた橋梁でした。参詣者は爪先を穴にかけて慎重にのぼり、

また下り時は穴に踵をかけて、また欄干に手を掛けて慎重に足を進めたとのこ

とです。これを念頭に、本作の一節を読めば、上るよりも下る方がより危険で、

十分な注意を払っていた様子がうかがえます。しかしながら、本作ではもっと衝撃的な告白がなされており、行きと

帰りでは私自身の世界観が激変してしまったことを象徴的に語ったものでありますので、ご一読していただいた方

がよろしいと思います。
 

ちなみに、川端は早くに両親を亡くしていますが、幼少期に親に連れてられて住吉大社に参拝したことがあったよ

うで、その幼き記憶をもとに書いたと思われます。そのことは、川端の弟子で住吉在住であった石濱恒夫が、本人

より伺ったそうです(『大阪詩情—住吉日記』)。(小出英詞　住吉大社権禰宜)

森　鴎外　『高瀬舟』

京都には文芸作品に限らず、さまざまな映画・テレビなどの舞台になった場所

が多くありますが、今もその風景を限りなく伝えている場所として、私は高瀬川

をまず挙げたいです。この川を上下し、人や物の運輸に昭和の時代まで生き

てきたこの運河は、ここを通り過ぎた人々の想いが詰まっている史跡です。水

深は浅くなり、数多くの橋が架けられたので今は船を上下させることはかない

ませんが、綱を引く引手が歩いた、その息遣いが感じられるステップも川辺に

残っていて、鷗外『高瀬舟』の世界を髣髴(ほうふつ)とさせます。(井上満郎　京都市歴史資料館長、京都産業大学

名誉教授)

西東三鬼　『神戸』 坂の途中・幻のホテル

「それは奇妙なホテルであった。神戸の中央、山から海へ一直線に下るトーア

ロード(その頃の外国語排斥から東亜道路と呼ばれていた)の中途に、芝居の

建物のように朱色に塗られたそのホテルがあった。」
 

1942(昭和17)年暮れ、仕事も家族も東京も捨てて神戸に逃げて来たのは、「水

枕子ガブリと寒い海がある」で知られる新興俳句の旗手で歯科医だった西東

三鬼。神戸で軍需産業のブローカーになり、トアホテルの長期滞在者となっ

た。
 

トアホテルの止宿人たちは、日本人、白系ロシア人、トルコタタール人、エジプト人、台湾人と国籍はまちまち。従

軍看護婦、バーのマダム、元娼婦、兵役拒否の青年、生業不明の人々。第二次大戦下に肩を寄せ合うようにして

集まってきた人々が登場人物、まさにコスモポリタン。過酷な運命に翻弄され、多くが終戦前後に死んでしまうのだ

が、ユーモアとペーソス溢れる人物造型が特徴だ。この時代のこの場所にいなければ体験・目撃できない港湾都

市神戸に住む外国人の暮らしぶりが描かれている。(寺田　操　詩人、コラムニスト)

長谷川幸延　『自己流大阪志』 千匹の狸の「栴檀木橋」

劇作家の長谷川幸延の『自己流大阪志』は、主人公を信吉とした自伝的小説

で、明治末から大正初期の大阪が描かれる。その中で、中之島公園にかかる

「栴檀木橋」の話がおもしろい。「むかし、ここにせんだのき橋という橋があって

な…その橋の下に、仰山な「たのき」が棲んでいたもんや…千匹も「たのき」が

棲んでいて、橋の上を通る人を騙したんや。それで、この橋を、誰いうともなく

せんだのき橋というようになったのや。」と背負われた信吉に祖母は語る。大き

くなってから祖母に「栴檀木橋」で、あんな川に狸はいないというと、「狸は、山奥にいるとは限りまへん。どこにでも

いる。そして、人を騙す。山奥にいる尾のある狸より、街中にいる尾のない狸の方が余っ程こわい。」と諭す。
 

大阪八百八橋、いろいろな話や思い出があるだろう。この話を読んでから、中之島図書館の帰りにこの橋を通るよ

うにしているが、祖母と背負われた信吉である幸延が偲ばれる。(浦　和男　関西大学准教授)
 

 

 

明治から昭和に活躍した作家はほかに、志賀直哉、与謝野晶子、井上靖、今東光、有吉佐和子、堀辰雄、三島由

紀夫などの作品をご紹介しています。

昭和から平成に活躍した作家の作品の舞台

司馬遼太郎　『菜の花の沖』 五色浜に立ち、司馬遼太郎の世界観を反芻してみる

江戸時代後期、船乗りで商人の高田屋嘉兵衛の話。勇気と才覚と真心で北方

領土の開拓や、当時の日本とロシアの外交に尽力した嘉兵衛は淡路島に生

まれ、12歳で兵庫の廻船問屋に奉公に上がり、大きな世界へ出ていきます。

舞台は淡路島から神戸、酒田、函館、そしてついにはクナシリ島、エトロフ島へ

と広がりますが、風景の広がりと同時に嘉兵衛の人間性や世界観も広がって

いきます。晩年は故郷の菜の花に囲まれた屋敷で過ごしています。
 

嘉兵衛の屋敷はもうないのですが、その一角に記念館、そして近くの丘の中腹に高田屋嘉兵衛公園ができていま

す。(西本梛枝　旅行作家)

山崎豊子　『花紋』 旧杉山家住宅 －夢のあとさき－

富田林市寺内町にある旧杉山家住宅は、江戸時代中期の大規模商家の遺構

として国の重要文化財に指定され、一般に公開されています。この住宅は、幻

の歌人石上露子の生家でもあります。露子は大阪府富田林村で酒造業を営

む大地主の家の長女として生まれました。美貌に恵まれ、20代で雑誌『明星』

に短歌を発表するなど文筆の才能を高く評価されながらも、その後わずか5年

で歌壇から姿を消しました。
 

旧杉山家住宅を訪れた際、2階の小部屋に続く西洋風のらせん階段に目を奪われました。露子のために造られた

ものだったのでしょうか。家と結婚に縛られ、恋と歌を封印せざるをえなかったと伝わる露子は、この階段に腰かけ

て深い物思いに沈んでいたのかもしれません。小説『花紋』は、露子の数奇な一生をモデルにしたとされていま

す。(神谷千春　NPO法人全日本大学開放推進機構研究員)
 

宮本　輝　『泥の河』

『泥の河』の舞台は1955(昭和30)年の大阪、戦争の傷跡がまだ残るこの辺りに

暮らしていた作者の体験をモチ－フにして書かれた作品です。ポンポン船が行

き交う川筋で暮らす市井の人々の生きづらさとともに、やさしさや逞しさが細や

かに描かれています。現在、湊橋から下をのぞくとポンポン船が多く繋留され

ており、テラスも整備され、新しい「水都大阪」への躍進を感じることができま

す。(筒井由美子　関西教育文化総合研究所代表、元大和大学准教授、元小

学校校長)

村上春樹　『風の歌を聴け』

大阪生まれ芦屋育ちの大森一樹監督の映画『風の歌を聴け』は、中学校の先

輩にあたる村上春樹原作の映画化。冒頭の高速バスが着く三宮駅前の停留

所、山本通に面したカフェ「北野サーカス」、元町通のヤマハ楽器神戸店の旧

店舗などが登場し、主人公がフィアット500で女の子を降ろす場所が、大丸神

戸店の元町玄関脇。
 

この複雑な大丸神戸店前の交差点は、後にリドリー・スコットが『ブラック・レイ

ン』で、松田優作演じるヤクザと愛人が警察の尾行を巻くシーンを撮影しており、大森監督は、「リドリー・スコットが

注目した場所で自分も撮影した!」と自慢げに話していた。(中尾嘉孝　全国町並み保存連盟理事)

難波利三　『てんのじ村』

難波利三先生の直木賞作品『てんのじ村』。かつての通天閣近くの山王町あたりにあった

「芸人横丁」。その「上方演芸発祥の地 てんのじ村」(秋田實先生筆)の碑が、地下鉄動物

園前、落語の「動楽亭」のななめ前あたりに建っています。(桂　文福　「ふるさと寄席・文

福一座」代表、上方落語協会理事、落語家)
 

 

売れない芸人が互助精神を発揮しながら生活しているのが大阪市西成区山王町、通称

「てんのじ村」。現在は高速道路が通ったために完全に姿を消し、碑が建てられている。

大阪の芸人の原点ともいうべき場所である。(相羽秋夫　演芸評論家)

有川　浩　『阪急電車』

『阪急電車』はカラリと明るく、阪神間モダニズムの風合いを感じさせる阪急電

車今津線が舞台。私は4年間、その沿線の大学へ通い、生まれ育った舞鶴の

湿り気のある風土、気質とのあまりの違いにカルチャーショックを受けた。舞鶴

も阪神間も、そのたたずまいは昔と大きくは変わっていないように映る。古希を

過ぎたいま、作品を読み返すと、二つの自分を生きてきたように思えてならな

い。(時岡禎一郎　大阪府男女共同参画推進財団評議員)
 

 

 
昭和から平成に活躍した作家はほかに、田辺聖子、水上勉、高村薫、万城目学、松本清張、開高健などの作品を

ご紹介しています。

古典の舞台

『笈の小文』　八木札の辻の芭蕉句碑

奈良県橿原市の旧市街地に当たる八木札の辻は、古代から交通の要衝とし

て栄えた。古代の幹線道路で大和国を南北に通る「下ツ道」と、東西に伸びる

「横大路」の交叉点に位置したのが八木札の辻であった。なお、「横大路」は一

般に「伊勢街道」と呼ばれており、江戸時代には伊勢神宮に参詣する人が利

用する道で、「下ツ道」との交叉点に当たる八木札の辻は、伊勢参詣者の宿泊

地として賑わっていたのである。現在も八木札の辻には、当時の旅籠が交流

館となって残されているが、その近くには「草臥て 宿かる比や 藤の花」という芭蕉の句碑も建てられている。この

句は『笈の小文』の旅を続けていた芭蕉が、貞享5(1688)年にこの地に一泊した時に詠んだ句である。(小野恭靖　

大阪教育大学教授)

『好色五人女』　西鶴が伝える室津生まれの美男の悲恋

兵庫県たつの市御津。その南部に位置する室津は瀬戸内海に面した小さな港

町です。「この泊まり風を防ぐこと室のごとし(播磨国風土記)」とあるように、古く

から風待ち潮待ちの港として知られた同地。江戸時代には参勤交代の西国大

名や朝鮮通信使が往来し、6軒もの本陣があったといいます。往時の面影が漂

う静かな町並みを行くと「清十郎生家跡」の石碑が…。

井原西鶴の『好色五人女』に登場する美男・清十郎は、ここ室津の造り酒屋の

息子として生まれ、お夏との悲恋で広く知られました。他にも、竹久夢二、谷崎潤一郎、司馬遼太郎などが室津を

舞台に作品を残し、播磨灘を一望する高台には山部赤人が詠んだ「玉藻刈る 辛荷の島に島廻する 鵜にしもあれ

や 家思はずあらむ」の万葉歌碑も。穏やかな海に島々が浮かぶのどかな風景も、室津ならではの魅力です。(木

村真弓　フリーアナウンサー)
 

『弱法師』

他人の讒言を信じ、実子俊徳丸(後の弱法師)を追い出した父高安通俊、親子の情の交

感と四天王寺日想観の教えが絡まって展開してゆく舞台はあまりにも有名。重要文化財

石鳥居の扁額には「釈迦如来 転法輪処 当極楽土 東門中心」とあり、ここが極楽浄土の

東側の入り口とされる。昔このあたりは病人乞食など救済を求める人々が集まっていたと

いう。この下を通るときは、盲目の弱法師の弱々しい杖が鳥居の足元の石をたたく姿を想

像している。また四天王寺南門前から東に向かう俊徳街道を歩くときは、親子ふたりで八

尾の高安へ帰っていく姿を想う。(中原文雄　建築工房日想舎舎主)
 

 

 

古典ではほかに、万葉集、源氏物語、説経、歌舞伎、戦記などをご紹介しています。

映画・テレビドラマの舞台・ロケ地

豊郷小学校旧校舎　『けいおん！』

アニメの舞台として描かれた場所をファンが探訪する「アニメ聖地巡礼」が、

2000年代に広く普及した。テレビ放映されたアニメ『けいおん！』は、舞台のモ

デルと目される滋賀県豊郷町の小学校への注目を集めた。4人の高校生(のち

に5人)が軽音部を復活させる高校3年間の青春物語である。
 

モデルの小学校は1937(昭和12)年建設のウィリアム・メレル・ヴォーリズ設計

の文化財的建築で、取り壊されるところを町民の反対運動で保存された。アニ

メ聖地巡礼ファンは若い人々で、年配者のなかには「聖地巡礼」の言葉を使うことを批判する人もいるが、ファンに

とっては聖地なのである。(西田正憲　奈良県立大学名誉教授、関西大学東西学術研究所客員研究員)

明智越え　『麒麟がくる』

天正10(1582)年6月本能寺の変。5月、坂本城から丹波亀山城(亀岡城)に移った光秀が、

急遽、信長を討つべく、亀岡から1万3千の兵を3部隊に別けて本能寺をめざして進軍した

ルートの一つといわれる明智越えを、友人たちとハイキングした。
 

保津大橋を渡り、保津八幡宮を通り抜け、山へ向かう。亀岡の小学校に通う孫たちが遠

足に行くコースでもある。台風の被害で細い山道に大木が倒れ、道も滑りやすく、結構難

儀した。途中、愛宕山や京の町を眺め、明智部隊も本能寺をめざしてこの道を通ったの

かなど想像を膨らませる。保津峡までの下り、川のせせらぎにほっとする。本能寺の変の

後、山崎合戦で秀吉に敗北するまでの短い天下人。大河ドラマ初の主人公・光秀に、亀

岡は盛り上がっている。(樋口須賀子　宮本順三記念館豆玩舎ZUNZO副館長)
 

大阪市街　『ブラック・レイン』

机の引き出しから、マッチが見つかりました。箱型ではなく二つ折りの厚紙で片

方に紙ヤスリが付いているもので、「Club Miyako」という店名がプリントされて

います。実はこれ、映画『ブラック・レイン』で使われたもので、当時の日本側ス

タッフに撮影終了後にいただいたのです。
 

マイケル・ダグラス、高倉健、松田優作らが出演し、大阪各地で大ロケーション

を敢行したこの映画。見直してみると、ダグラスらが露店のうどんを食べるシー

ンは十三の栄町商店街、オートバイが疾走する場面は改装前の阪急百貨店コンコース、そして大阪府庁が大阪

府警として使われているなど、ストーリーとはまた違った楽しみ方ができます。
 

そして、事件解決のカギを握る場所の一つが「Club Miyako」というナイトクラブで、外観は道頓堀の戎橋に隣接し

たキリンプラザ(現在は建て替えられてラズ心斎橋)。店内はセットで撮影されたのですが、そこでホステスが使って

いたのが、冒頭のマッチというわけ。ところが、本編では目を凝らしても見つからず…。それでも細部までこだわり、

さすがアメリカ映画と感心しました。(辻　則彦　フリーライター)

竹田城跡　『天と地と』

兵庫県朝来市の竹田城跡、雲上の城跡は多くの観光客を集めている。ここに

天守を築こうという突飛な構想を持ち出し実現した男がいる。映画『南極物語』

や『敦煌』などの美術を担当した徳田博。さかのぼること約30年、徳田氏は、文

化財指定に伴う数々の難題をクリアし、すでに脆くなっていた石積みの上に、

建てるというより乗せるといった特殊な工法を駆使して、特注の淡路瓦などで

化粧した立派な天守を出現させた。その雄姿は角川映画の『天と地と』に刻み

込まれている。
 

ロケ期間限定の儚い命だったため、実際に天守を目にした人は少ないと思うが、城跡はその後もNHK大河ドラマ

『軍師官兵衛』や、高倉健主演の映画『あなたへ』のほか、数々の旅番組やドラマなどで取り上げられている。竹田

城跡はいつしか“天空の城”と呼ばれ、人気の観光地になったが、私がよく訪ねた1975(昭和50)年前後は、ほかに

人影はなく、戦国期の古城を彷彿とさせていた。(三上良樹　元NHK記者)

耳成山　『麦秋』

映画『麦秋』のラストシーンは、『万葉集』にも詠われた大和三山の一つ耳成

山。画面全体に麦穂の揺れるのどかな初夏の田園風景が広がり、大きく引い

たカメラがとらえ続けるのが比高80ｍのなだらかな耳成山である。小津安二郎

のこの作品の舞台は鎌倉であるが、原節子演じる主人公の縁談が決まり、そ

れを契機に出身地の大和へ戻ることを決めた父母の新たな旅立ちを象徴する

のに、耳成山の静かな存在感が際立って印象的だ。『麦秋』から70年近くを経

た現在の耳成山周辺は、宅地開発が進み、古代の大和びとが愛でたであろう昔日の面影はもはやない。(玉城一

枝　大学非常勤講師)

串本町　『海難１８９０』

オスマン皇帝(現トルコ)から初の親善使節団として特使を乗せたエルトゥールル号は、明

治天皇に親書を奉呈して横浜港からの帰途、1890(明治23)年9月16日台風に遭遇した。

老朽艦だったこともあり、和歌山県樫野埼灯台近くで座礁。船は沈没し、乗員600名余が

海へ投げ出された。現串本町(大島村)の人々の献身的な救援活動により69名を救出。神

戸検疫所(消毒所)で治療し、全国から義援金や弔慰金も寄せられ、日本海軍2艦によりオ

スマン帝国まで送り届けた。これを契機にトルコとの友好関係が結ばれて、現在まで続く

ことになる。時は流れて1985(昭和60)年、イラン・イラク戦争勃発。テヘランに取り残された

200人余の日本人をトルコ航空機で帰国させてくれたのは、トルコの恩返しだった。

1974(昭和49)年、この遭難現場が見通せる紀伊大島に串本町立「トルコ記念館」建てら

れ、節目の年には、トルコ本国からトルコ海軍の艦船が訪れ、駐日トルコ大使などを招いて慰霊祭が催されてい

る。(逢坂御堂　メディアプロデューサー)
 

 

 映画・テレビドラマの舞台・ロケ地ではほかに、八幡堀、辰巳大明神、大阪城、千日前、堺市街、甲子園会館、姫路

城、淡路島、ならまち、高野山などをご紹介しています。
 


